
金
滞
官
蹴
志
巻
廿
三

ららど
れれ
たし卒
りと攻
。間接
ゆす=
O 喧

些 t
-民岳 、
土村
ノ、#

lT昼
ノ、 古宮

月 fD
利害た
光は
卿篠
在原
中j出
害調

官竺
3日孝
左へ
載命
せぜ

蛍
地
町
中
に
而
、
下
々
申
事
仕
出
に
付
而
は
、
共
町
人
と
し
て
相
改
、

双
方
務
付
所
見
局
、
年
寄
共
方
迄
案
内
可
v
申
旨
可
v
被
昌
申
付
-
候
。
此

以
前
よ
り
右
之
逼
に
相
聞
候
保
.
向
後
之
儀
治
以
可
v
被
-
申
付
-
事
肝

要
候
。
高
岡
よ
り
も
内
々
右
之
分
被
=
仰
越
-
候
保
.
共
心
得
元
候
。
謹

官。

八
月
十
七
日

篠

原

出
m
m
守
殿

中j

共
の
後
‘
小
塚
淡
路
と
雨
入
に
成
り
た
り
。
慶
長
二
十
年
四
月
金
津

町
肝
煎
等
へ
の
建
替
に
.
町
奉
行
雨
人
と
載
せ
た
り
。
共
の
文
如
v

左。

営
町
中
役
儀
被
=
仰
付
-
先

一
、
森
本
町
跡
先
町
役
之
事
、
篠
原
出
初
守
・
小
塚
淡
路
守
手
前
に

而
致
=
穿
盤
一
本
町
之
役
家
相
踏
に
見
計
ひ
、
無
=
甲
乙
-
様
に
可
v
被昌申・

付
-
皆
被
=
仰
出
-
候
。

一
‘
年
頭
御
種
之
儀
、
殿
様
b
銀
子
三
枚
、
御
前
線
h
銀
子
二
枚
宛
.

一
、
町
奉
行
三
人
b
年
頭
震
=
祝
儀
一
愛
人
に
銀
子
十
校
宛
、
井
五
節

伺骨
ma
耐
一
儀
一
一
人
に
代
物
百
疋
宛
‘
惣
町
中
と
.
し
て
可
v
出
v
之
候
。

(
下
略
、
自
飴
数
保
有
ν
之
。
)

右
保
々
無
=
相
遮
-
様
一
に
可
v
被
=
由
・
付
-
回
同
日
被
仰
出
者
也
。

寛

永

五

年

八

月

廿

=

一

日

横

山

山

城

守法

~p 

輪

受

本

多

安

房

守

石

千
殿

官

川

茂

崎

議

人

殿

三
郎
兵
衛
殿

掘

右
の
三
人
友
り
し
か
芝
、
同
十
四
年
三
月
の
定
書
に
は
、
長
瀬
五
郎

右
衛
門
一
人
の
名
宛
に
て
有
v
之
也
。
又
落
闘
官
職
逼
考
に
、
寛
永
十

八
年
陽
庚
公
入
国
の
頃
、
小
坂
藤
右
衛
門
・
長
瀬
五
郎
右
衛
門
雨
入

勤
v
之
。
是
町
奉
行
の
名
目
憾
に
見
ゆ
る
始
也
と
あ
り
て
、
此
の
後
は

ご
人
宛
と
成
り
た
り
け
ん
。
但
し
、
小
塚
・
長
瀬
雨
人
を
町
奉
行
名
目

の
憶
に
見
ゆ
る
始
め
と
す
る
は
制
限
左
り
。
明
暦
二
年
よ
り
役
料
二
百

石
宛
賜
は
る
と
い
へ
り
。

。
武
議
ケ
詮

金
揮
古
蹟
志
巻
廿
三

四，、

毎
年
指
上
可
v
申
候
。
五
節
伺
御
磁
之
儀
、
御
樽
肴
た
る
べ
き
事
。

一
、
町
奉
行
爾
人
は
、
歳
暮
之
趨
儀
樽
肴
た
る
べ
く
候
。
年
頭
之
磁

儀
、
銀
子
堂
枚
宛
毎
年
同
し
可
v
申
候
。
下
代
中
h
は
‘
右
之
友
み
に

沿
う
じ
少
宛
可
v
出
候
。
此
外
脇
々

b
砲
儀
被
v
成
昌
御
停
止
-
事
。

一
、
町
奉
行
井
下
代
、
人
足
・
停
馬
召
譜
健
事
‘
一
一
切
有
v
之
間
敷
皆

被
昌
仰
出
議
事
。

自
徐
敦
保
時
v
之。

右
被
昌
仰
出
-
僚
々
、
相
逮
有
間
数
候
。
若
奉
行
人
井
肝
煎
雄
々
に
不
v

寄
、
公
儀
御
用
之
外
非
分
於
昌
申
懸
-
は
、
可
ν
及
=
訴
訟
-
回
目
被
v
成
『
『
御
意
-

候
僚
、
可
v
成
田
北
ハ
意
-
者
也
。

慶
長
二
十
年
卯
月
三
日

横

山

山

城

守

本

多

安

易

守

金
津
町
肝
煎
・
惣
町
人
中

寛
永
の
初
よ
り
、
町
奉
行
三
人
民
成
り
た
り
け
ん
。
寛
永
五
年
八
月

金
海
町
中
之
定
容
に
如
v
左
。
是
後
の
奉
行
の
濫
鰯
た
ら
ん
。

一
、
町
人
公
事
筋
之
儀
、
町
奉
行
衆
三
人
と
し
て
途
ゑ
盤
-
可
v
一被昌相

究
-
候
。
若
町
奉
行
衆
手
前
に
而
難
目
指
究
-
出
入
有
b

之
付
而
は
、
御
公

事
場
h
可
v
被
v
談
候
。
(
下
略
)

三
州
名
跡
誌
に
云
ふ
。
利
家
卿
伏
見
御
在
住
の
頃
、
諸
事
御
用
承
る

町
入
金
滞
へ
来
り
、
営
地
の
民
中
た
る
繁
昌
の
地
を
拝
領
し
、
武
誠

庄
兵
衛
と
云
ふ
も
の
、
此
地
の
棟
梁
た
り
。
故
に
武
磁
ク
辻
と
云
ひ

ぺ焔ザ

習
は
し
け
る
と
。
金
津
深
秘
録
に
は
‘
昔
矢
師
武
識
と
一
式
ふ
者
、
此

地
に
居
住
せ
し
ゅ
ゑ
た
り
と
い
ひ
、
叉
有
滞
武
貞
の
金
調
停
細
見
回
舗

に
は
‘
今
堤
町
と
袋
町
と
の
境
を
武
裁
辻
と
い
ふ
は
、
古
へ
中
川
武

誠
守
光
霊
入
選
宗
牟
の
屋
敷
、
此
越
ま
で
在
り
た
る
に
よ
り
如
v
此
い

ふ
と
ぞ
。
と
あ
り
。
右
緒
記
録
に
載
せ
た
る
停
設
直
々
に
し
て
、
執

れ
正
設
な
ら
ん
か
。
按
守
る
に
、
此
の
地
に
居
住
せ
る
武
減
庄
兵
衛

が
本
姓
は
石
黒
と
い
へ
り
。
金
調
仲
へ
来
り
、
此
の
地
に
邸
地
を
賜

は
り
居
住
す
る
に
依
っ
て
、
武
蔵
庄
兵
衛
と
稽
し
た
る
ょ
し
た
れ

F
J
T

、v

ぽ
、
武
磁
辻
の
名
は
、
庄
兵
衛
の
居
住
せ
ぜ
る
以
前
よ
り
の
名
な
ら

ん
か
。
彼
の
由
緒
番
に
も
‘
元
祖
石
黒
庄
兵
衛
と
申
者
‘
生
園
披
州

伏
見
に
居
住
仕
庭
、
伏
見
に
て
御
用
被
昌
仰
付
吋
依
v
之
越
前
府
中
へ
被
v

鵠
v
入
節
御
供
仕
、
夫
よ
り
金
津
へ
被
旦
召
漣
引
と
載
せ
た
る
に
て
も
知

ら
れ
け
り
。
改
作
所
奮
記
寛
文
十
二
年
八
月
間
井
村
畏
長
の
番
付

K
.
金
棒
武
磁
辻
よ
り
諸
江
村
迄
道
程
武
拾
五
町
、
創
出
村
迄
笠
旦

武
町
た

E
L
道
程
を
記
載
す
。

四
七




